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1.  役員選挙の結果 第 9 期 選挙管理委員会   

( 田沢柴五郎，石田克 実 ，灰野 和 ) 

10 月 19 日締切，翌 20 日に中島陽子氏 ( 慶応大・ 生 ) 立合いのもとに 開票した。 総投票数 133 で ，以 

下 のように，会長，運営委員が 決まった ( 敬称略 ) 。 

会 長 加藤淑 裕 ( 三菱化成生命 研 ) 
  

運営委員 ( 五十音順 ) 

天野 実 ( 広島大・総合科学部 ) 

石崎 宏矩 ( 名犬・ 理 ・ 生 ) 

大西奥 爾 ( 名犬・ 理 ・ 生 ) 

岡田節人 ( 東大・ 理 ・生物物理，真生所 ) 

片桐千明 ( 北天・ 理 ・動物 ) 

黒田行 昭 ( 国立遺伝研 ) 

塩川光一郎 ( 九人・ 理 ・発生生物 ) 

杉山 勉 ( 国立遺伝研 ) 

竹市 雅俊 ( 宗夫・ 理 ・生物物理 ) 

固 まりな ( 大阪市大・ 理 ・ 生 ) 

英中川 徹 ( 都立大。 理 ・ 生 ) 

毛利秀雄 ( 東大・教養・ 生 ) 

山名清隆 ( 九天・ 理 ・ 生 ) 

米田満 樹 ( 東大・ 理 ・ 動 ) 
  

2.  会長 ( 再選 ) 挨 ・ 拶 

今回，図らずも 当 学会の会長に 再選されました。 顧 りみますと，この 二年間，何とか 大過なく 

やってこられましたのも ，学会諸兄姉の 一方ならぬ 御 援助のお 蔭と ．心から感謝しております。 

  私達の学会も ，岡田節人国際発生生物学会会長の 国際的な学問的リーダーシ ップ を頂点として ， 

学会員各位の 努力によ， り ，国際的に大きな 発言力を持つまでに 至りました。 又 ，山名清隆・ 天野 

実画会員の献身的 御 努力を中心として ，私達の Jo ℡ naI,D.G.D., の評価も一年一年上ってまい 

りました。 先頃 東京で行われました ，第 3 回国際細胞生物学会における 私達の学会員の 活躍もま 

た，際 だったものであ ったと存じます。 何よりも心強いのは ，次の世代を 担う若い人達の 活躍 と， 

当 学会に対する 愛着であ り，この人達にど 5 や って 橋渡しをしていくかが ，私の一番大きな 任務 

であ ると 思 、 っております 0 

私の持論と致しまして ， 学問は "sound" でなければいげないと 思います。 時により，発生生， 

初学の流れも ，或る方向に 大ぎく傾く時期があ るのも，当然のことと 思います。 しかしながら ， 

私達の学問が ，多彩な生物の 様々な発生現象の 上に成り立っている 事自体，一つの 方向に偏向 す 

ることの危険性を 示していると 思います。 幸いなことに ，大会の発表等を 通じて，私の 得ており 
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ます印象は，私達の 学会は多様な 研究対象とそれぞれに 特色のあ るアプローチに 嵩んだものであ 

り ，このことが 私達の学会を 健全なもの忙していることをつくづく 感じております 0 今後夫， こ 

の 好ましい多様性を 大切にしつつ ，関連諸領域との 密な接触を保って 行く所存でおります。 

末尾になりましたが ，柳沢冨男教授を 初めとする事務局の 方々の多大な 御苦労に心から 感謝し 

たいと思います。 

昭和 59 年 11 月 

三菱化成生命科学研究所 

加 藤 淑 裕 

3.  第 18 回大会の御案内 

第 18 回の大会を，昭和 60 年 5 月 9 日 ( 木 ), 10 日 ( 金 ), Hl 日 C 土 J の 3 日間，名古屋で 行な う こと 

になりました。 会場は名古屋大学東山キャ ソ パスの豊田講堂です。 一般講演はすべて 展示とし， 

講堂の p ビ ー を使用します。 総会と特別講演は 講堂のホールを 使用します。 第 1 日は午後 1 時 か 

ら 始める予定です。 また， 3 日目の午後にワークシ。 ップ を行な 5 こととし，テーマを 公募しま 

す。 希望者は，テーマ ，内容のサマリ㍉ 予定スピーカ㌔ 予想参加人数，責任者名をお 知らせ 

下さい。 応募多数のときには ，会場の都合などから 見送らせて頂くことがあ ると思いますが ， 御 

諒承下さい。 一般講演，ワークシ ， " プ とも，締切目は 2 月 16 日 ( 土 ) と致します。 懇親会は 2 日 

目に予定しています。 詳細は同封の 別紙大会案内をご 覧下さい。 多数の会員の 御参加をお待ちし 

ております。   

名古屋大学理学部生物学教室 

第 18 回大会準備委員会 

委員長 大 西 英 爾 

4.  第 10 回国際発生生物学会議について 

来たる 1985 ヰ E@8 月 4 日から 9 日までの間， p ス ・アソ ジ ，ルスにおいて 第 10 回国際発生生物学 

会議が開催されます。 4 年ごとに開かれますこの 会議は (1977 年東京， 1981 年スイス・バーゼ 

ル ), 国際発生生物学会の 最も大きな事業であ り，発生生物学の 進展において 重要な国際的交流 

0 機会を提供できるものと 自負しております。 

今回の会議の 開催地は，わが 国からも比較的には 近いアメリカ 西部海岸のことでもあ り，多数 

0 日本人研究者の 御参加を強く 期待しております。 

この会議で発表を 希望される万々の ，アブストラクト 提出の期限は ，最初 1984 年 8 月 15 日とさ 

れていましたが ，これは余りにも 早過ぎた よ らに思われ， 12 月 12 日までと延期しました。 しかし， 

この日本発生生物学会のサーキュラ ーが 12 月上旬に発刊されることを 考慮し，日本からのアブス 

トラクトの受理を 12 月 31 日まで認めて 頂くよ う 準備委員会で 配慮して頂けることになっています。 

会議への参加は ，どなたでも 自由であ りまして国際発生生物学会，日本発生生物学会会員であ 
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ることを要しません。 なお参加費は 12 月 31 日まで申込みの 場合 185 ドル， 1985 年 6 月 1 日までに 

申込みの場合は 200 ドルとなっています。 学生割引ぎがあ ります。 

国際発生生物会議のサーキ ， ラーは 少数が私の手許にあ りますので，請求下さればお 送りでき 

ます。 もちろん準備委員会 (1985  ISDB  Organizing  Committee, Andrus  Gerontology  Center, 

University  P 師 k-MCDlgl,  University  of  Southern  California, LOS  ANGELES, Callfornia 

90089-019l, USA)  に連絡されれば 送られてきます。 

多数の日本からの 参加のあ ることを心から 期待しています。 

国際発生生物学会会長 

岡 田 節 人 

京都市左京区 京都大学理学部生物物理学教室 

岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所 

なお，この件のお 問合わせについては ( 京都大学究 CTEL 075-751-2111, 内 4195 または 4196) 

にお願いします。 小生不在の節は 近藤または長谷へ 御連絡下さい。 

5. ナポリ臨海実験所派遣研究者募集について 

去る 8 月，日本学術振興会より 本学会に以下のような「ナポリ 臨海実験所派遣研究者募集 要 

項 」が寄せられましたが ，サーキ，ラー 48 号の発送後であ ったため，申請受付期間内に ，皆様に 

お知らせすることが 出来ませんでした。 

来年度も又，同じ 時期に募集が 行われるとしますと ，サーキュラ 一の発行性間に 合わない可能 

性 が大であ りますから，関心をお 持ちの方は， 8 月頃 ，下記の所と 直接連絡をお 取り下さい。 

連絡先 干 102  東京都千代田区麹町 5-3-1 ( ヤマトビル ) 

日本学術振興会研究協力課ナポリ 臨海実験所派遣研究者 係 

電話 (03) 263-1721 ( 代表 ) 

昭和 60 年度 ナポリ臨海実験所派遣研究者募集要項 

1.  趣 旨 

日本学術振興会は ，国際学術交流事業の 一環として，昭和 40 年度以来イタリアのナポリ 臨海実 

験所 (Stazione Zoologica di Napoli-1874 年に設立された 国際的な海洋生物学の 研究機関 ) に研 

究者を派遣している。 なお，この事業 は 昭和 59 年度から，制度的に 木会とイタリア 学術研究会議 

(NationalResearch CounciI of Italy-CNR) との間で実施している 研究者交流事業の 下に組 

込まれることになった。 

2. 応募資格 

派遣の対象となる 者は ， 我が国の大学等学術研究機関において 常勤の研究の 職に就いている 研 

死者であ ること。   
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海洋生物学の 分野 

4.  募集人員・派遣期間 

全教授・助教授 級 1 人 2 週間～ 1 か月   

ウ 助手 紋 1 人 4 ～ 5 月 

5. 経費負担区分 

  

  

金本会負担 : 渡航費 一 可能な範囲の 低廉航空 賃   
金 CNR 負担 : 滞在費一短期 80,000  リラノ 日 

長期 1,200,000 リラノ同 

国内旅費一実費支給 

6.  申請手続 

希望者は，その 所属する大学等学術研究機関の 長の承諾を得て ， 次の書類を提出すること。 
  

1)  ナポリ臨海実験所派遣研究者申請書 ( 様式 1) 

正木 1 部 写し 4 部 ( 使用用紙 A4 に限る )     

2)  派遣研究者申請者調書 ( 様式 2) 

正本 1 部 写し 4 部 ( 使用用紙 A4 に限る ) 

7.  申請受付期間 

  

昭和 R9 年 10 月 1  日 ( 月 ) ～昭和 R9 年 10 同 31 日のく )  必着 

8. 選考ならびに 結果の通知 

昭和 59 年 11 月中旬にナポリ 臨海実験所派遣研究者選考会を 開催し，派遣研究者の 選考を行 う 。 

選考の結果については ， 12 月上旬ごろに 通知する。 

なお，派遣に 際しては，事前にイタリア 学術研究会議の 承諾； ; 得られることが 必要であ るので， 

正式の採用通知はその 結果を待って 行 5 。 。 

9. その他 
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6.  会計からのお 願い 

DGD 別刷の無料提供などの 結果 11 月 10 日現在での今年度の 会計収支の見込は 大幅な赤字で 

す 。 特別会計からの 借入金は予算よりも 30 万円増えて計 70 万円となる見込です。 特別会計のうち 

前回の募金の 残りはこれでほとんどなくなり ， 成 茂からの寄付金だげになります。 成茂 寄付金は 

旅費の援助に 使 5 ことに決まっていますので ，来年からは 70 万円前後の赤字となり。 ます。 

№． 48 のサーキ、 ラ 一でもお願いしましたが ，再び増収に 御協力下さる よう お願いします o DG 

D の広告が最も 効果的です。 年間 1 ぺージ 15 万円ですので 10 件とれれば財政はかなり 安定します。 

学会の活動が 盛んになるにつれ 支出も増加していきます 0 よろしくお願いします 0 なお前回のお 

願いで DGD の広告は 3 件計 35 万円の契約がとれました。 御協力を感謝いたします。 

( 会計幹事 上 村 伊佐 緒 ) 
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7.  地方だより 

この度。 九州ょり長年「発生懇話会」として 活動のあ った旨の記事をいただきました。 

事務局では，このよ 5 な 各地域での活動の 様子をお寄せいただ けねば 「地方だより」として 皆 

様にお知らせしたいと 思います。 
  

一 地方だょり一 九州・山口「発生懇話会」 

( 熊 大 鈴木明郎 ) 

約 20 年前に，当時の 九大教授の川上泉先生が 九州・山口の 研究者で発生現象に 興味を持ってお 

られる人々の 集まりをしたいと 計画され， 数回 夏休みに九重シソポジ ，ク 一ムとして開催された 

ことがあ ります。 その後，大学紛争・その 他の悪条件が 重なり中断していました。 ところが， 4 

年前に山名先生 ( 九天・ 理 ) . 伊東先生 - ( 熊大 ・ 理 ) . 藤本先生 ( 態大 ・ 医 ) などの発案で「 発 

生 月 懇話会」，として ) を九大，三回目 再開することになりました。 (1983 年 7 月 ) を兜太・ 宮 大の世話で，いずれも 一回目 (1981 年 8 月 ) 九重の研修所で を 熊大 ，二回目 開催し (1982 年 ，参 8 
加 者も毎年 30 名前後で時を 忘れての討論も 多く見られました。 今年は，長大・ 医学部の池田先生 

( 第一病理 ) の世話で島原で 開催され，参加者も 多く盛会でした。 来年も是非続けたいとの 希望 

も 多く，山口大・ 医学部の梶井先生 ( 小児科 ) に世話していただくことになり ，益々の発展が 期 

侍 されています。 
  

以上，九州・ 山口の研究者を 中心にした「発生懇話会」について 簡単に報告させていただきま 
した。 これまでの演題は 下記の通りです。 来年度は予め 全国の皆様にサーキ ， ラ 一で御案内した 

  

いと 思 、 っております。 

第 1 回 ( 昭和 56 年 8 月 11 一 12 日 ) 

1.  ツ メガ ヱル の RNA 合成について 塩川光一郎 ( 九天・ 理 ・生物 ) 

2. 血管新生と脂肪細胞の 分化 宇宿 源太郎 ( 熊大 ・体質研・病理 ) 

猪田 賢一 ( 熊大 ・体質研・病理 )   

3.  ラット大腸粘膜の 粘液産生細胞 津山新一郎 ( 鹿児島大・ 医 ・解剖 ) 

4. 骨 および象牙質石灰 ィヒ 球の観察 林 宏文 ( 産業医大・動物研究 セ ソタ一 ) 

5. 発生学における 電気生理学的研究 伊東 鎮雄 ( 無人・ 理 ・生物 ) 

6.  中胚葉組織の 初期発生 金田 照夫 ( 名古屋大・ 理 ・生物 ) 

7.  個体発生における 情報の担い手 一枝と細胞質の 関係 一 

手上 紙 志 ( 宮崎大・教育・ 生物 ) 

8. 先天異常発現機構の 解析 一 マウス口蓋裂をモデルとして 一 

a) 塩化メチル水銀 CMMC) による口蓋裂の 誘発とその防御 

藤本十四 秋 ( 無人・ 医 ・解剖 ) 
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b) MMC の口蓋形成に 及ぼす影響 平田 秀一 ( 熊大 ， 医 ・解剖 ) 

c) MMC の 胎 庁内動向と分布 保田 叙唱 ( 同 上 ) 

9.  ヒト胎児・新生児にみられる 異所 膵 宮原 晋一 ( 佐賀医大・病理 ) 

10 ． 胞状奇胎の発生機序一雄性生殖について 一 

萩原 啓三・小林 邦彦 ( 山口大・ 医 ・小児 ) 

第 2 回 ( 昭和 57 年 8 月 5 一 6 日 ) 

1. リボゾ 一ム RNA 遺伝子の構造と 発現 京中川 徹 ( 産業医大 ) 

2.  ツ メガ ヱ ル脛発生と「 RNA 遺伝子発現 小林 英紀 ( 九天・ 理 ・生物 ) 

3.  マウスト りソ， 一の実験的研究 宮原 晋一 ( 佐賀医大・病理 ) 
  

追加講演 高島 : マウストリ ソ ， 一 16 の基礎的研究 一 特に発生頻度一 

4.  カエルのキメラと 位置・ 清 報の話 影 浦 安 ( 九人・ 理 ・生物 ) 

5.  ヒト雄核発生研究の 進歩 梶井 正 ( 山口大・ 医 ・小児科 ) 

6. 雄核発生細胞の 相同染色体間の DNA 合成の差異 塚原 正人 ( 山口大・ ミ ・小児科 ) 

第 3 回 ( 昭和 58 年 7  月 22 日 ) 

1. 哺乳動物の初期発生 林 宏文 ( 産業医大・動物研究 セ ソタ一 ) 

2.  Bi ㌻ cdia ㎞ ne  によるラットの 奇形 池田 高良 ( 長崎大・ 医 ・第一病理 ) 

3,  ヒト縊毛のぺプチ ド ホルモ ソ 及び妊娠特異蛋白の 合成能 

萩原啓三・松尾精巧 ( 山口大・ 医 ・小児科 ) 

4. 未熟脂肪組織の 初代培養における 光頭ならびに 竜顔 的 観察，特に脂肪細胞 

の形態分化と 脂肪 滴 形成過程に関して 猪田 賢一 ( 熊大 ・体質 医研 ・病理 ) 

5.  ニワトリ 胚 始原生殖細胞の in vitro における自動運動 

桑名 貴 ・藤本十四敵 ( 熊大 ・ 医 ・第三解剖 ) 

6, 遺伝子操作法を 利用して現在おこなっている 三種の実験について 

  塩川光一郎 ( 九天・ 理 ・生物 ) 

7, 両生類 胚 一次誘導に関する 研究の現状 鈴木 明郎 ( 熊大 ・教養・生物 ) 

第 4 回 ( 昭和 59 年 8 月 3 一 4 日 ) 、 

1.  イモリ 胚 割球細胞の興奮 牲 佐藤 栄治 ( 熊大 ・ 理 ・生物 ) 

森元 克士 ( 無人・ 医 ・生理 ) 

2,  cDNA ライブラリ。 一 を用いた F g 細胞の分化の 解析 

生態 繁 ・清田 家別・島田 和典 ( 熊大 ・ 医 ・ 生 ィの 

3.  アフリカツメガ ヱル の細胞接着分子 野村 一也 ( 九人・ 理 ・発生生物 ) 

4. 発生における ブイプ ロネクチンの 役割 

吉永 一也・藤本十四 秋 ( 無人・ 医 ・解剖 ) 

5.  ニワトリ脊髄における 運動神経細胞の 組織発生 岩堀 修明 ( 長崎大・ 医 ・解剖 ) 

6.  ラットにおける 骨基質の皮下移植による 実験的骨形成 北岡 光彦 ( 熊大 ・ ミ ・遺伝研 ) 
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7.  アラスカ カス べの発生と抗体産生細胞 

友太 進 ・小林 邦彦・手島 和之 ( 山口大・ ミ ・小児科 ) 

8. サメ免疫バロブリンの 個体発生 

萩原 啓 三 ・ 友 大 進・小林 邦彦 ( 山口大・ ミ ・小児科 ) 

8.  日本学術会議第 95 回 ( 臨時 ), 第 96 回総会報告 

日本学術会議広報委員会 

第 95 回総会 ( 臨時 ) 報告 一 専門別定員・ 推薦 研連 決定される 一 

第 95 回日本学術会議総会は ， 7 月 10 日午前 9 時 30 分 はぽ 定刻どおりに 始められた。 まず会長か 

ら 事務局長以下の 事務局職員の 異動について 披露のあ った後，第 5 部会員松尾新一郎氏の 逝去が 

伝えられ，同氏の 冥福を祈って 一同起立 黙 と う を捧げた。 

さて本総会に 予定された課題は ， 7 月 3 日公布された「日本学術会議法施行令の 一部を改正す 

る 政令」によって 決着をみた各部の 定員及び専門を 基にして，各専門別の 定員及び推薦に 係る研 

連 ごとの会員数を 決定することが 主なものであ った。 

冒頭会長から ，各部定数についての 村政府折衝に 関する前回総会の 委任の下に，三役として 行 

って来た交渉経過について 報告がなされ ，その要旨は 以下のよらであ った。 

総理府との折衝に 当たり会長ほ ，日本学術会議会員の 中に，自然 糸と 人文・社会系との 学問 の 

調和あ る発展を望んで 各部同数を主張する 見解と，学問の 進展と変化を 考慮して傾斜配分を 主張 

する見解とが 存在すること ，またその間の 調整を図る会長案も 出されたが，学術会議としての 合 

意 に達し得なかった 等の経過を述べた。 これに対し総理府側からは ，法改正の趣旨からして 各部 

同数は困難であ ること，また 改革委員会の 部 制 ・専門別刷分科会の 中間報告書の 数字を一応の 出 

発点とする考えが 出され，同時に 三役とは合意を 取りつげたものにしたいという 意思表示があ っ 

た 。 会長は，両総会に 提案した会長案に 近づげたもの 但したいとの 希望を表明し ，学問分野の 専 

門性，人文・ 社会，自然各分野の 調和の考慮から 基礎定数として 各部 2h 名を配分する。 残りの 35 

名を基礎と応用，複合領域の 学問状況に応じて 再配分する。 この高配分された 定数については ， 

各部に一時預かってもらっているとい 5 了解にして，第 13 期において改めて 議論する余地を 残し 

ておく。 以上の趣旨に 基づく数字を 示して，政府の 同意が得られたという 経過であ る。 

それに基づき 第 1 部 31 人，第 2 部 26 人，第 3 部 26 人，第 4 部 31 人，第 5 部 33 人，第 6 部 30 人， 

第 7 部 33 人の各部定員が 政令により決定した。 したがって，この 各部定数については 三役が責任 

を 負 う ものであ り，これを基礎として ，会員が専門別定員， 研連 等の決定の作業に 協力すること 

を求めた。 

会長報告を巡って ，会員の中からとくにそれが 今後の学術会議の 各部定数の決定についてどの 

ような影響をもたらすかといった 観点からの質問・ 意見が述べられた。 その後部会，規則等策定 

委員会及び運営審議会を 挟んで午後再開された 総会において ，会長から， 第 13 期以降においても 

留意されるべき 諸点を含む今回の 定数決定の折衝経過を「会長所感」という 形で文書で残すこと 
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の 意思表示があ った。 

続いて，会長から 提案された専門別定員及び 会員推薦に係る 研究連絡委員会を 定めた規則，研 

究連絡委員会ごとに 推薦すべき会員数及び 補欠数を定めた 規則，政令の 施行によって 法 技術的に 

必要となった 規則の若干の 修正，以上 3 つの案件がすべて 賛成の挙手圧倒的多数で 可決され， 本 

総会の重要議事は 終了した。 

終わりに， 学 協会の登録は 8 月中旬 よ り開始されることが ，会員推薦管理事務室より 報告され 

たし O 

第 gB 回 総会報告 一 180 研究連絡委員会の 設置決まる 一 

第 96 回総会は， 10 月 16, 17 日の 2 日間にわたり 開催されたが ，第 12 期会員としては ，来年 4 月   

の最後の総会のみを 残すこととなったので ，事実上第 12 期と第 13 期との過渡にいかに 対処するか 
  

という点が ， 最も具体的な 課題となった。 
  

冒頭の会長報告も ，学術会議に 関する政令に 関連して，第 93 回総会の決定事項の 処理の問題に 

重点がおかれた。 各部会，諸委員会等の 報告も ， 極めて簡略に 行われた。 運営審議会付置の 沖縄 

学術研究連絡委員会の 報告 ( 沖縄の自然環境についての 問題点 ), 科学者の地位委員会の 婦人 研 

免者の地位分科会の 報告，久保 4 部会員の ICSU ( 国際学術連合会議 ) 総会への出席の 報告 

と ， 1988 年の同総会を 日本で開催することへの 展望等が，具体的な 報告であ った。 これらの報告 

の後，規則等策定委員会及び 諸分科会の報告とともに ，後述の諸提案が 第 1 日目の午後と 第 2 日 
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 文化されたのであ る。 この提案はこれに 基づいて， 180 の 研 連を設置し，本年 ml 月 1 日を期して 

新たに発足させるもので ，問題なく可決された。 

0 「 研 連の設置基準及び 実施要領」決まる 

  

研 連の設置基準などは ， 研 連の長い歴史を 示す ， 多くの内規・ 申合せで決められていたが ， 新 

発足を期にすべて 整理して「 研 連の設置基準及び 実施要領」にまとめられたびこの 内規には， 広 

領域 (3 部以上にまたがる 研連 ), 各部への委員数割当ても 含まれている。 

この提案での 争点は， 研連 委員の在任期間の 制限規定であ った。 研連 分科会の原案は ，表現に 

若干の不備はあ ったものの，実質的には。 「原則として 通算 9 年，第 13 期より積算し ，また， 会 

員 として委員であ った期間は，算入しない」というものであ った。 これに対して ， 研運 委員の在 

任期間の制限は ， 学 ・協会の自主性を 損なう，半間分野によっては 不可欠の人物もあ る，などの 

  

  

  

 
 

反対意見と，急速に 発展している 学問分野では ， 研運 委員のしかるべ き 折目交替が望ましいとす 

る賛成意見とが 対立した。 かなりの時間の 討議の末，在任期間の 制限条項は見送られ ，内規は可 
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